
 

 

令和３年度 大宝小学校 学校だより     令和４年３月１６日 

第１３号 

「学校教育アンケート」への取り組みにご協力いただきましてありがとうございました。結果をお知

らせするとともに、今後の本校教育の推進に役立てていきたいと考えています。 

 児童にも保護者の方へのアンケートと同一の設問で調査をしました。その結果を比較した表が以下の

通りです。１～４点の４段階評価による平均値を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度も、コロナ禍における学校生活で、様々な活動が制限された１年になりましたが、全項目３点以上

の平均値となり、全体的に高く評価されました。特に、学校行事においては、児童・保護者ともに昨年度よ

り数値が上昇しています。学校が工夫を凝らして行事を行っていることに対して評価をいただきました。し

かし、学習環境（ＩＣＴ・タブレット）の項目において、数値が下がりました。タブレットの活用について

は、手探りや試行錯誤するところも多く、まだまだ課題もあります。効果的な活用法について、今後検討を

してまいります。 

 
 

 学校評価 集計               ※保護者回答 ＷＥＢ２０８、用紙４１、計２４９ 

 

１ 教育目標                             

 児童平均 保護者平均 

子どもは、自ら進んで学習することができている 3.0 3.1 

子どもは、あたたかく豊かな心をもって過ごすことができている 3.5 3.5 

子どもは、よく体を動かし、体力をつけることができている 3.3 3.2 
２ 学校努力点                  

子どもは、様々な教科の学習に取り組みながら、「大宝７つの力」を高めている 3.1 3.2 
３ 教科指導等                  

学校は、子どもたちにとって分かりやすい授業を行っている 3.5 3.5 

学校は、一人一人の学びを大切にした授業を行っている 3.7 3.5 
４ 学校行事等（運動会・学芸会・校外学習・授業参観等）                  

各行事は、子どものよりよい成長を促す上で効果的に行われている 3.7 3.7 
５ 生活指導・教育相談                    

子どもは、もし、困ったときには、周りの人に相談できる 3.4 3.5 

子どもは、学校で友達と協力しあって生活し、毎日を楽しく過ごしている 3.6 3.7 

子どもは、相手の気持ちを考えて、やさしい話し方をしている 3.3 3.4 

子どもは、あいさつや返事をきちんとしている 3.4 3.4 

学校は、校内・校外の生活のきまりを設定し、適切に指導をしている 3.5 3.7 
学校は、子どもの悩みやいじめ問題を、アンケートや教育相談などを通して把握

し、解決している 
3.5 3.5 

６ その他                  

学校は、学校の学習環境（ＩＣＴやタブレット学習を含む）や学校施設を、子ど

もが生活する上で快適・安全に保つように配慮している 
3.6 3.5 

学校は、学校の取り組みや子どもたちの様子などを発信している 

（この設問は保護者のみです。） 
 3.5 

 



【学校関係者評価会】…地域・保護者の代表の方から、本年度の大宝小の教育活動にご意見をいただく会です。 

（今年度は感染症拡大防止のため、紙面開催でご意見をいただきました。） 

・感染症拡大防止に最大限の配慮を要し、学校が工夫を凝らして運動会や学芸会等、学校行事を行っていた 

だいた。来年度も子どもたちのよりよい成長を促す上で、効果的な行事をしてほしい。 

・今年度も保護者が参加できる授業参観が少なかったのが残念だったが、最後（２月）の授業参観で、タブレ 

ットを用いた授業を見ることができたのはよかった。来年度は、来校できる日が増えることを願うが、子ど 

もたちが日頃頑張っている姿を随時発信し、学校の取り組みが分かるようにするとよい。  
 
 

【保護者の方の意見より 一部抜粋】 

・コロナ禍による負担は、子どもたちだけでなく、親も含め、周囲の大人にものしかかっていると感じます。

個人的には、子どもの学力はいつでも取り返せると思い、焦らない態度を心がけようと思っています。 

・言われたことだけをするのでなく、係の仕事や授業でも、自分で考え、自分で行動するといった、学びだ

けでなく、心の教育もして頂いている様子が伺え、素晴らしいと思いました。 

・デジタル教科書やデジタルドリルなどのギガスクール構想を先へ先へ進めていってもらえるといいなと思

います。子どもたちの荷物軽減にもつながると思います。 

・保護者も今まで書類で頂いていたものを、PDFで閲覧できるようになると紙の削減にもなり、忙しい親とし

ては大変便利になりますので、そちらも期待しています。 

・連絡帳がタブレット化したことで先生への伝言や相談がしにくくなってきたと感じることがあります。保

護者向けの掲示板や先生との DMやりとりができる環境があるとありがたく思います。 

・子ども達の体験学習の機会が、だいぶ少なくなっているように思います。来年は、体験学習や校外学習の

機会が増えると良いなぁと思います。 

・今年度もコロナ禍の中、子ども達の為に出来る事を考え活動していただいたと感謝しています。行事を通

しての学びや成長が大きかったと実感しており、工夫して実施していただき、ありがとうございました。 

 

【児童の意見より 一部抜粋】 

・誰かが失敗したり間違えてしまったりしても大丈夫だよ！とか、また挑戦しよう！などの優しい言葉が自

然にかけられる大宝小学校になってほしい。 

・他学年と触れ合う機会を増やすと、何か行事を行うときなどにお互いをより信頼し合えるようになると思

う。(一緒に遊ぼう会など) 

・新しく導入されたタブレットを使ってほかのクラスと一緒に授業などをする機会を増やすといいと思う。

以前行ったほかのクラスとのインターネットを使った合同授業がよかった。 

・大宝小学校の皆が、同い年の子も年下の子も年上の子にも皆優しくできるようになるといいなと思う。だ

から、人に対しての接し方を改めて考えることができたらもっとよくなると思った。 

 

【ご意見をいただいて】 

※ デジタル教科書の導入は明らかにされておらず、現行の教科書が配付されます。タブレットを持ち帰

るため、学校に置いておいてよい教科書や教材を幅広く流動的にし、児童の荷物負担軽減に努めたいと

考えています。 

※ 便りや配付物等を電子的に配信することは、技術的には可能です。しかし、現在は臨時休校等、より

緊急かつ大切な内容をメールで伝えており、このような内容が見過ごされて伝わりにくくなることを心

配しています。今後、検討すべき内容ではありますが、いきなり紙面を全廃して電子配信のみにするこ

とは難しいと考えています。学校だよりについてはこれまで通り、ＨＰで閲覧可能です。 

※ メール欠席連絡については、昨年度も検討課題でしたが、現在、コロナ関連で、電話口で保護者の皆

様に状況等を聞き取ることが多くあります。もし、メール欠席連絡を導入した場合、学校が知るべき情

報がメールに記載されず、担任から確認のために電話させていただく事態が想定されます。メール欠席

連絡の導入はコロナが落ち着いてから改めて検討したいと考えております。 

※ 学校活動における制約もあったため、校外学習に出掛ける機会が減ってしまったことは非常に残念で

す。そのかわりに、企業や団体が、リモートで授業をしてくださるところが増えてきました。実際に見

て触れることはできませんが、働いている方々に直接話を聞いたり質問したりすることができるのは貴

重な機会と考えます。大宝小でも今年度、このような企業のリモート授業にいくつか参加しました。来

年度も効果的に参加できるように検討していきます。 

 


